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＜連絡事項＞

・10/21（火）の準夜チーフが東病棟の阿部JGM→高橋則Nsに変更となります
　・西B女子トイレ欄間のサンプル取り付け日工事について

取り付け日：10/16　13：00～16：00
女子トイレ工事中は体育館のトイレを使用して頂く事になりますが、トイレの窓が15㎝程開く事と死角になるので、スタッフ付き添いにて使用して頂く様にしていきましょう。
・来年度の花見について、担当のスタッフより院内外のメンバーを大体決めて欲しいと

の事で現段階でのメンバーを決め情報提供しています。
＜患者様連絡事項＞

　・松尾　陸奥彦様　本日外泊から無事帰院後、退院となっております。

10/27（月）　11:30　初外来予定です。

　・山下　拓也様　　本日深夜帯でトイレ覚醒時自室の壁に左膝をぶつける事あり。熱感腫脹・内出血等の症状全く無く、本人の湿布で様子観察となっています。夜間トイレの際はスタッフが付き添い、きちんと目を覚ましてから行動にうつすように声掛けを行いながら誘導していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・中川原　義雄様　腰痛の為、ナパゲルン軟膏1本継続処方となっています。

・出河　攻様　　　年金の貯金が600万円程あり、将来はグループホームへの入所を希望している事話されています。

・石切　久様　　　幻聴について、若干悪口を言っているような幻聴があるが、気分の落ち込みは無い事を主治医へ話しています。幻聴訴え時は傾聴していきましょう。

・寺地　利代子様　診察時、ジプレキサ（精神神経用剤）を飲むと苦しくなるから抜いて欲しい、と話す事あり。主治医より、2Tから1Tに減らしてみるとの説明を受け本人納得しています。次回の定期より減薬予定となっております。今後も精神症状の観察を行っていましょう。

・久保　清美様　　低血糖時の予測指示継続の指示あり。（10/16～14日間）

・中村　マス様　　夜に泣き声が聴こえてくると幻聴の訴えあり。本日夕よりセロクエル（精神神経用剤）（25）1T　vds　へ追加、処方となっています。次回より定期処方となる予定です。

・小保内　千夏様　「退院したい。働きたい」と話す事あり。主治医より働く為には人

と会話しなければならない、対人関係が必要になる事説明を受けて

います。また便に血が混じっていた事に関して、まず便検査を薦めてみるが「そんなものは必要ないです」と拒否されています。母様よりその事で他の病院での受診を希望していますが、場所はまだ決めていないと本人話され、紹介状が必要ではないかとの問いには「そんなもの必要ありません」と答えている。主治医は御家族が連れて行くのであれば、どこの病院でも構わないとの事で10/17（金）10時～16時外出許可となっています。外出の際は御家族にどこの病院を受診するのか確認して下さい。便に血が混じっている件に関しては、スタッフ確認し観察していく必要ある為、排便時スタッフに知らせ、便を見せて頂くよう説明し、本人は無言で聞いています。

本日準夜帯では確認を拒否されています。

・八森　正様　　　夜間全裸になり水浴びする行為ある為、続くようであれば服薬調整

も考えると主治医より説明しています。

　・青木　君夫様　　「同室に夜うるさい患者様がおり我慢している」と話す事あり。本日夕よりセロクエル（精神神経用剤）（25）2T処方すること説明し納得しています。また次回処方についてもセパゾン（睡眠鎮静剤）からユーパン（睡眠鎮静剤）に変更予定となっております。入院形態については措置入院から医療保護入院になるよう手続き中である事を説明しております。

＜心理より＞

・高橋　幸雄様　　10/21（火）14：00より心理検査実施予定、本日ご本人へ説明済で

す。（所要時間は1時間～1時間半程度）午後のプログラムは休ん

で頂く様お願い致します。

西病棟に転棟してからは他者との交流見られ馴染んでいるとの事。元来スポーツ等身体を動かす事が好きであり、今後本人は家の手伝いをしていきたいと話され、近いうちに退院する事を視野に入れ、将来のビジョン、方向性を決めてあげながら外出泊を行っていきましょう。自殺未遂が原因で入院された方なので自傷行為・衝動行為には十分気をつけていきましょう。またOTでは難しいものはやらない等、力はあるものの実力以上の事を行わない様子があるとの事です。現在体感異常もなく、薬を飲むと落ち着いています。服薬についても理解良好で、継続する事が大事だと説明しています。またスタッフへの話し掛けも最小限で、他者からの押しに弱いところがあり、嗜好品を使い賭け麻雀をする事がある為見つけた際は介入していきましょう。

